
決算プレゼンテーション資料

2026年3⽉期 第3四半期

2026年1⽉30⽇

広報・ＩＲ室の田仲でございます。本日は、よろしくお願いいたします。

はじめに、連結決算概要について、説明いたしますので、
プレゼンテーション資料の３ページをお願いします。
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∎ 本資料における表記
ローン・クレジットカード事業L・C事業
エム・ユー信⽤保証MUCG
前年同期⽐または前期⽐yoy
前期末⽐ytd
⾒通し(E)
EASY BUY Public Company LimitedEB､EASY BUY
ACOM CONSUMER FINANCE CORPORATIONACF
ACOM (M) SDN. BHD.ACM

∎ 免責事項

本資料の数値のうち、過去の事実以外の当社グループの計画、⽅針
その他の記載にかかわるものは、本資料の発表⽇現在において⼊⼿可
能な情報等に基づいて作成したものであります。しかしながら、当社グ
ループの事業展開上リスクとなる可能性がある要素が複数存在しており、
実際の業績等は⼤きく異なる可能性があります。
また、利息返還請求の動向は、外部環境の変化等に影響を受けやす

いことから不確実性が⾼く、その影響として利息返還損失引当⾦繰⼊
額を計上する場合があります。
最終の業績はこれらのリスクを含むさまざまな要因によって予想数値と

異なる可能性があります。

∎ 本資料に関するお問い合わせ

アコム株式会社 広報・IR室
(03)6865-6474
ir@acom.co.jp
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連結決算概要(業容)

3

国内事業の追加利⽤が好調だったことにより、順調に業容拡⼤
連結営業債権残⾼は、前年同期⽐＋6.9%の2兆8,362億円

連結
営業債権残⾼ 2兆8,362億円

(yoy＋6.9%)

ローン・クレジット
カード事業 1兆1,271億円

(yoy＋7.0%)

信⽤保証事業 1兆4,374億円
(yoy＋7.8%)

海外⾦融事業 2,613億円
(yoy+1.7%)

(億円)L・C事業 信⽤保証事業 海外⾦融事業 yoyその他

10,533 11,271

13,332 14,374

2,569
2,613

26,525
28,362

7.1% 6.9%

24/12 25/12

10,013 10,733 11,425

12,782 13,645 14,594

2,432
2,667

2,62425,310
27,141

28,742

7.5% 7.2% 5.9%

24/3 25/3 26/3(E)

右側の営業債権残高ですが、
連結全体では、前年同期比６．9％増加の２兆8,362億円となりました。

増加した要因は２つあります。
１つ目は、国内事業において、既存のお客さまの追加利用が好調に推移したこと、
２つ目は、海外金融事業において、円安の為替影響が残高を押し上げたことです。

その下、営業債権残高を事業別に見ますと、
ローン・クレジットカード事業は前年同期比7.0%増加の１兆1,271億円、
信用保証事業は７．8％増加の１兆4,374億円、
海外金融事業は1.7％増加の2,613億円となりました。

４ページをお願いします。
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連結決算概要(業績)

4

進捗率2026/32025/122024/12
yoy計画yoy実績実績

75.74.4331,8006.1251,268236,825営業収益1

75.86.1179,9007.5136,312126,812ローン・クレジットカード事業2

74.35.980,8006.360,00656,436信⽤保証事業3

77.2-2.064,1001.649,49848,699海外⾦融事業4

69.6-6.2243,2004.4169,283162,145営業費⽤5

74.625.37,20026.45,3714,250⾦融費⽤6

72.55.8111,8002.081,05779,499貸倒関連費⽤7

--79.38,300---利息返還費⽤8

71.57.6115,9005.782,85378,395その他の営業費⽤9

92.551.388,6009.881,98474,679営業利益10

92.550.988,9009.682,19674,965経常利益11

92.751.688,90010.182,43374,837税⾦等調整前当期純利益12

95.3108.176,10044.272,53150,300当期純利益13

95.1124.872,20046.468,68846,915親会社株主に帰属する当期純利益14

(百万円、%)

続きまして、業績について、説明いたします。

１行目、連結営業収益は前年同期比６．1％増収の2,512億円となりました。

事業別に見ますと、
ローン・クレジットカード事業は業容拡大を主因に前年同期比７．5％増収の1,363億円、信用
保証事業は業容拡大により、６．3％増収の600億円、
海外金融事業は円安の為替影響を受け、1.6％増収の494億円となりました。

連結営業費用は前年同期比4.4％増加の1,692億円となりました。

費用別に見ますと、金融費用が前年同期比26.4％増加の53億円、
貸倒関連費用が2.0％増加の810億円となりました。
その他の営業費用は、人件費や手数料の増加を主因に、
５．7％増加の828億円となりました。
金融費用、貸倒関連費用については後ほど説明いたします。

以上の結果、営業利益は前年同期比9.8％増益の819億円、
親会社株主に帰属する当期純利益は、46.4％増益の686億円となりました。

当期純利益が大幅な増益となった要因は、
税効果会計における企業分類を「３」から「２」へランクアップしたことで法人税等調整額が利益
方向に押し上げられたことによるものです。

続きまして、ローン・クレジットカード事業の概況について、説明いたしますので、
５ページをお願いします。
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1,874 1,978

893 999

7.6% 5.6%

24/12 25/12

ローン・クレジットカード事業｜業容

5

既存顧客の利⽤が好調であったことから、営業債権残⾼は前年同期⽐＋7.0%の1兆1,271億円
利⽤者数は同＋5.6%の1,978千件

* クレジットカード事業の利⽤者数は、有効会員数

∎ 営業債権残⾼ ∎ 利⽤者数*

(億円、()内はローン) (千件)

9,189 9,776

1,344 1,495
10,533 11,271

7.9%
(7.0%)

7.0%
(6.4%)

24/12 25/12

8,790 9,360 9,889

1,223 1,373 1,53610,013 10,733 11,425

9.5%
(8.4%) 7.2%

(6.5%)
6.4%

(5.6%)

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

1,790 1,908 2,012

822 913 975

11.2% 6.6% 5.4%

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

左側の営業債権残高は、雇用・所得環境の改善が続くなか、
レジャー・旅行、外食などの資金ニーズの活況な動きが継続し、
追加利用が好調に推移した結果、
ローン残高９，776億円、クレジットカード残高１，４95億円、
合計で前年同期比7.0％増加の１兆1,271億円となりました。

７ページをお願いします。
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1,868 1,953

893 999

7.3% 4.5%

24/12 25/12

ローン・クレジットカード事業｜業容(アコム)

6

既存顧客の利⽤が好調であったことから、営業債権残⾼は前年同期⽐＋6.6%の1兆1,217億円
利⽤者数は同＋4.5%の1,953千件

* クレジットカード事業の利⽤者数は、有効会員数

∎ 営業債権残⾼ ∎ 利⽤者数*

(億円、()内はローン) (千件、()内は貸付単価(千円))

(497)(490)

9,180 9,722

1,344 1,495
10,524 11,217

7.8%
(6.9%)

6.6%
(5.9%)

24/12 25/12

8,790 9,340 9,816

1,223 1,373 1,53610,013 10,714 11,352

9.5%
(8.4%) 7.0%

(6.3%)
5.9%

(5.1%)

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

1,790 1,897 1,971

822 913 975

11.2% 6.0% 3.9%

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

(490) (491) (497)
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ローン・クレジットカード事業｜業績

7

営業収益は業容拡⼤を主因に、前年同期⽐＋7.5%の1,363億円
営業利益は、同+14.9%の467億円

∎ 営業収益 ∎ 営業利益
(億円) (億円)

1,132 1,210

135 152
1,268 1,363

9.1% 7.5%

24/12 25/12

406
467

28.0%
14.9%

24/12 25/12

1,402 1,512 1,595

157
182 2041,560

1,694 1,799

7.5% 8.6% 6.2%

24/3 25/3 26/3(E)

ローン クレジットカード yoy

417

140

480

2.7%

▲66.4%

242.1%

24/3 25/3 26/3(E)

営業利益 yoy

左側の営業収益は営業債権残高が順調に増加したことから、
前年同期比７．5％増収の1,363億円となりました。

右側の営業利益は貸倒関連費用の減少により、
前年同期比14.9％増益の467億円となりました。

8ページをお願いします。
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ローン・クレジットカード事業｜新客数(アコム)
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新客数は、前年同期⽐▲6.4%の275,020件
広告宣伝費は、同▲0.2％の127億円

∎ 新客数(無担保) ∎ 広告宣伝費(アコム)
(件) (億円)

293,898 275,020

▲9.0% ▲6.4%

24/12 25/12

127 127

▲14.0% ▲0.2%

24/12 25/12

430,377
384,219 364,000

39.0%
▲10.7% ▲5.3%

24/3 25/3 26/3(E)

新客数 yoy

195
170 170

10.0%
▲12.9% ▲0.1%

24/3 25/3 26/3(E)

広告宣伝費 yoy

左側の新客数はペントアップ需要の影響が剥落したことで、
前年同期比6.4％減少の275,020件となりましたが、
年間計画の３６万４千件の達成に向けては、順調に進捗しております。

右側の広告宣伝費は前年同期比ほぼ横ばいの127億円となりました。
新客数が減少している中で、広告宣伝費が横ばいとなった要因は、
前期と比較して資金需要が落ち着いてきている中で、
新規獲得環境において競争が起こり、アフィリエイト広告の単価が上昇しているためです。

記載はございませんが、１件あたりの新規獲得単価は4万6千円となっております。
広告宣伝費につきましては、期末に向け更なる新規獲得を目指し、
戦略的に投下する予定です。計画比数億円程度上振れて着地する見込みです。

９ページをお願いします。
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ローン・クレジットカード事業｜利回り・貸倒損失(アコム)

9

 ローン・クレジットカード事業の期中平均利回りは、前年同期⽐＋11bpsの14.94%
貸倒損失率は、同▲15bpsの3.59%

*1 クレジットカードにおける利回りはリボルビング残⾼と⼿数料より算出 *2 貸倒損失額及び損失率は利息返還請求に起因する債権放棄分を除く *3 貸倒損失率の24/12及び25/12は年率換算

∎ 期中平均利回り*1 ∎ 貸倒損失額・損失率*2

(億円)ローン クレジットカード ローン・クレジットカード ローン クレジットカード 貸倒損失率*3

15.05% 15.16%

13.17%
13.31%

14.83% 14.94%

24/12 25/12

245 249

50 54
296 303

3.74% 3.59%

24/12 25/12

14.97% 15.07%

13.14% 13.18%

14.77% 14.85%

24/3 25/3

297 325 332

56
68 75354
394 407

3.54% 3.68% 3.58%

24/3 25/3 26/3(E)

左側の期中平均利回りは、ローン・クレジットカード事業全体では
前年同期比１1bps上昇の１４．９4％、ローン事業は１1bps上昇の15.16％となりました。

この要因は、お客さまの利用単価が上昇し、利息収入が増加したことです。

10ページをお願いします。
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285 263 269 289 305 313 312 344 383 409 411 403 407

204 229 239 246 237 241 257 224 226 228 226 232 233513 515 532 560 569 580 600 597 640 669 671 668 680

7.06% 6.90% 6.93%
7.13% 7.08% 7.06% 7.14%

7.62%

8.17% 8.25%

7.63%

7.16% 7.00%

14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 25/12

破産更⽣債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
三⽉以上延滞債権
貸出条件緩和債権
不良債権⽐率

ローン事業｜不良債権
不良債権残⾼は、680億円
債権の良化に伴い、不良債権⽐率は7.00％まで低下

10

(億円)新型コロナウィルス感染症の
影響期間

不良債権残高は、前期末比12億円増加の680億円、
不良債権比率は16bps低下の７．０％となり、引き続き債権の良化が進んでいます。

続きまして、信用保証事業について説明しますので、11ページをお願いします。
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信⽤保証事業｜業容

11

新規顧客及び既存顧客の利⽤が好調であったことから、信⽤保証残⾼は前年同期⽐＋7.8%の1兆4,374億円
利⽤者数は同＋7.7%の2,143千件

∎ 信⽤保証残⾼ ∎ 利⽤者数
(億円) (千件)

11,426 12,299

1,906
2,075

13,332
14,374

6.5% 7.8%

24/12 25/12

1,687 1,804

303 338
1,990

2,143

7.0% 7.7%

24/12 25/12

10,984 11,688 12,491

1,797 1,956 2,10312,782 13,645
14,594

5.4% 6.7% 7.0%

24/3 25/3 26/3(E)

アコム MUCG yoy

1,625 1,722 1,857

272 314 3531,898 2,037
2,210

4.6% 7.3% 8.5%

24/3 25/3 26/3(E)

アコム MUCG yoy

左側の信用保証残高は、ローン・クレジットカード事業と同様に、
資金ニーズの活況な動きが継続したことで、新規利用・追加利用が好調に推移した結果、
アコム１兆2,299億円、エム・ユー信用保証２，０75億円、
合計で前年同期比７.8％増加の１兆4,374億円となりました。

13ページをお願いします。
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1,687 1,804

5.7% 7.0%

24/12 25/12

信⽤保証事業｜業容(アコム)

12

 アコム単体の信⽤保証残⾼は前年同期⽐＋7.6%の1兆2,299億円
利⽤者数は同＋7.0%の1,804千件

∎ 信⽤保証残⾼ ∎ 利⽤者数
(億円) (千件、()内は貸付単価(千円))三菱UFJ銀⾏ 地⽅銀⾏等 yoy

(681)(677)
5,527 5,705

5,898 6,593

11,426 12,299

6.1%
7.6%

24/12 25/12

5,483 5,591

5,501 6,097

10,984 11,688 12,491

5.2% 6.4% 6.9%

24/3 25/3 26/3(E)

1,625 1,722 1,857

4.5%
6.0%

7.8%

24/3 25/3 26/3(E)

利⽤者数 yoy

(675) (678) (672)
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信⽤保証事業｜業績

13

営業収益は、業容拡⼤により、前年同期⽐＋6.3%の600億円
営業利益は、貸倒関連費⽤の増加を主因に、同▲5.9%の170億円

∎ 営業収益 ∎ 営業利益
(億円) (億円)

469 497

94 102
564 600

7.6% 6.3%

24/12 25/12

153 144

27 25

180 170

2.3% ▲5.9%

24/12 25/12

592 636 671

115 127 137707
763 808

6.8% 7.8% 5.9%

24/3 25/3 26/3(E)

アコム MUCG yoy

189 205

37 31
226 236 223

▲11.6%
4.3% ▲5.7%

24/3 25/3 26/3(E)

アコム MUCG yoy

左側の営業収益は、業容拡大により、
アコム497億円、エム・ユー信用保証102億円、
合計で前年同期比６．3％増収の600億円となりました。

右側の営業利益は、貸倒関連費用の増加を主因に、
前年同期比5.9％減益の170億円となりました。
貸倒関連費用が増加した要因は、新規集客が好調に推移していることから
貸倒発生率の高い取引期間の短いお客さまの構成比が上昇したためです。

続きまして、求償債権と貸倒損失について説明しますので、14ページをお願いします。
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信⽤保証事業｜求償債権・貸倒損失(アコム)

14

求償債権は、前年同期⽐＋4.3%の621億円
貸倒損失率は、同▲4bpsの2.43%

*1 求償債権残⾼とは、保証履⾏未償却債権残⾼ *2 貸倒損失率の24/12及び25/12は年率換算

∎ 求償債権残⾼*1 ∎ 貸倒損失額・損失率
(億円) (億円)貸倒損失額 貸倒損失率*2

596 621

1.5% 4.3%

24/12 25/12

224 236

2.47% 2.43%

24/12 25/12

583 590

2.0% 1.2%

24/3 25/3

求償債権残⾼ yoy

267
299

2.31%
2.44%

24/3 25/3

まず、左側の求償債権残高ですが前年同期比25億円増加の621億円となりました。
右側の貸倒損失率は前年同期比４bps低下の２．43％、
貸倒損失額は12億円増加の236億円となりました。

続いて、海外金融事業の概況について説明しますので、16ページをお願いします。
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マレーシア
ACOM (M) SDN. BHD.

100.00%︓出資⽐率
2021年7⽉︓設⽴年⽉
無担保ローン事業︓事業内容

海外⾦融事業｜グローバル事業基盤

15

タイ王国
EASY BUY Public Company Limited

71.00%︓出資⽐率
1996年9⽉︓設⽴年⽉
無担保ローン事業、インストールメントローン事業︓事業内容

フィリピン共和国
ACOM CONSUMER FINANCE CORPORATION

80.00%︓出資⽐率
2017年7⽉︓設⽴年⽉
無担保ローン事業︓事業内容

15



海外⾦融事業｜営業債権残⾼*1

16

営業債権残⾼(円ベース)は、 円安の為替影響により、前年同期⽐＋1.7%の2,613億円
 タイ王国のEASY BUY(現地通貨ベース)の営業債権残⾼は、同▲3.6%の554億バーツ

*1 営業債権残⾼は営業貸付⾦残⾼と割賦売掛⾦残⾼の合計 *2 為替レート(バーツ) : 4.41円(24/12) 、4.62円(25/12) 、為替変動 : ＋0.21円

∎ 海外⾦融事業(円ベース)*2 ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)
(億円) (億バーツ)

為替影響 +116億円為替影響 +291億円

2,536 2,561

31 37
2,569 2,613

7.5% 1.7%

24/12 25/12

575 554

▲0.2% ▲3.6%

24/12 25/12

2,400 2,630 2,569

31
34 402,432

2,667 2,624

10.8% 9.7%
▲1.6%

24/3 25/3 26/3(E)

EASY BUY ACF yoy

581 566 553

2.2% ▲2.5% ▲2.3%

24/3 25/3 26/3(E)

営業債権残⾼ yoy

海外子会社は１２月決算のため、当第３四半期決算の数値は、
２０２５年9月末時点の業容・業績となります。

左側の海外金融事業の営業債権残高は円ベースで記載しており、
前年同期比1.7％増加の2,613億円となりました。
この要因は、円安の為替影響を受けて営業債権残高が１16億円押し上げられたことによるもの
です。

右側にはＥＡＳＹ ＢＵＹの営業債権残高を現地通貨ベースで記載しておりますが、
こちらは3．6％減少の5５4億バーツとなりました。

減少した要因は、2017年９月１日に開始された
新融資規制の影響を受けている債権の構成比が上昇しており、
残高拡大の余地が小さくなっていることです。

17ページをお願いします。

16



海外⾦融事業｜営業収益

17

営業収益(円ベース)は、円安の為替影響により、前年同期⽐＋1.6％の494億円
 EASY BUY(現地通貨ベース)の営業収益は、同▲4.1%の106億バーツ

*1 報告セグメント別の営業収益 *2 為替レート(バーツ) : 4.24円(24/12)、4.47円(25/12) 、為替変動 : 0.23円

∎ 海外⾦融事業(円ベース)*1*2 ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)
(億円) (億バーツ)

為替影響 +24億円為替影響 +39億円

472 478

13 14
486 494

6.3% 1.6%

24/12 25/12

111 106

0.1%

▲4.1%

24/12 25/12

601 635 619

17 18 19
618 654 641

9.5% 5.7% ▲2.0%

24/3 25/3 26/3(E)

EASY BUY ACF yoy

148 147 143

1.4%
▲0.7%

▲3.2%

24/3 25/3 26/3(E)

営業収益 yoy

左側の海外金融事業の営業収益は
円安の為替影響により、前年同期比1.6％増収の494億円、
右側のＥＡＳＹ ＢＵＹの営業収益は
4.1％減収の106億バーツとなりました。

18ページをお願いします。
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海外⾦融事業｜営業利益

18

営業利益(円ベース)は、前年同期⽐＋13.7%の166億円
 EASY BUY(現地通貨ベース)の営業利益は、貸倒関連費⽤の減少を主因に、同＋7.1%の38億バーツ

* セグメント利益

∎ 海外⾦融事業(円ベース)* ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)
(億円) (億バーツ)EASY BUY ACF yoy

154 174

▲3 ▲3

146
166

▲18.6%

13.7%

24/12 25/12

36 38

▲23.6%

7.1%

24/12 25/12

236 204

▲7 ▲4

223
193

13.7%
▲13.5%

24/3 25/3

58
47 42

4.4%
▲18.9% ▲11.5%

24/3 25/3 26/3(E)

営業利益 yoy

海外金融事業の営業利益は前年同期比１3.7％増益の166億円、
右側のＥＡＳＹ ＢＵＹの営業利益は7.1％増益の38億バーツとなりました。
ＥＡＳＹ ＢＵＹが増益となった要因は、貸倒関連費用が減少したことです。

EASY BUYの貸倒関連費用については、後ほどご説明します。

続きまして、利息返還請求関連について説明いたしますので、19ページをお願いします。

18



利息返還請求件数*

19

当第3四半期までの請求件数は、前年同期⽐▲23.0%の5,700件
 2026年3⽉期の請求件数は、前期⽐▲20%程度を予想

* 利息返還請求件数は、弁護⼠・司法書⼠受任債権発⽣件数のうち、当社が利息制限法に基づいて再計算した結果、利息返還⾦が発⽣する件数(再受任分を含む)

2024年3⽉期 2025年3⽉期 2026年3⽉期

14,000件（yoy▲23.9%） 9,600件（yoy▲31.4%） 5,700件（yoy▲23.0%）

(件)

4,100
3,400 3,400

3,100 2,900
2,300 2,200 2,200 2,100 2,000

1,600

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

利息返還請求件数

利息返還請求件数は、前年同期比２3.0％減少の5,700件となりました。
通期の請求件数は、前期比20％程度の減少を想定しており、
想定を超える減少となりました。
期末に向けてもこの水準が続くことを期待しております。

20ページをお願いします。

19



利息返還損失

20

当第3四半期の取崩しは、前年同期⽐▲39.4%の102億円
引当⾦残⾼は377億円
 2026年3⽉期の取崩額は前期⽐▲25%程度を予想

2024年3⽉期 2025年3⽉期 2026年3⽉期

273億円（yoy▲3.9%） 223億円（yoy▲18.3%） 102億円（yoy▲39.4%）

(億円)

62 61 60 60 52 55
44 49

24
34 32

8 7 6 6
5 6

4
5

2
3 3

70 68 66 67
57 61

48
55

27
38 36

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

利息返還⾦ 貸倒損失(債権放棄)

次に利息返還損失について説明いたします。

当第3四半期までの利息返還損失引当金の取崩額は
前年同期比39.4％減少の102億円と想定以上に減少しています。

続きまして、貸倒関連費用について説明いたしますので、21ページをお願いします。

20



貸倒関連費⽤

21

貸倒関連費⽤(連結)は、前年同期⽐＋2.0%の810億円
 EASY BUYの貸倒関連費⽤は、同▲10.2%の166億円

∎ 貸倒関連費⽤(連結) ∎ 貸倒関連費⽤(EASY BUY)
(億円) (億円)

現地通貨ベースのyoy

21.9%▲3.4%

アコム EASY BUY yoyその他 貸倒損失額 貸倒引当⾦増減額 yoy

▲14.8%33.5%

561 583

185 166

794 810

10.7% 2.0%

24/12 25/12

177 180

7

▲14

185 166

41.5%
▲10.2%

24/12 25/12
709 740 

191 248 

979 1,056 1,118 

21.7%
7.9% 5.8%

24/3 25/3 26/3(E)

205 239

▲14

8191
248

4.0%
29.7%

24/3 25/3

左側、連結の貸倒関連費用は、
アコム単体の増加を主因に前年同期比2.0％増加の810億円となりました。
アコム単体の増加要因は後ほど説明いたします。

右側のEASY BUYの貸倒関連費用は10．2％減少の166億円となりました。
減少した主な要因は、営業債権残高の減少及び延滞の抑制により、
貸倒引当金の戻し入れが発生したことです。

22ページをお願いします。
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貸倒関連費⽤(アコム)

22

貸倒関連費⽤は、前年同期⽐＋3.8%の583億円
貸倒引当⾦は、業容拡⼤を主因に、前期末⽐＋44億円の768億円

∎ 貸倒関連費⽤ ∎ 貸倒引当⾦・債務保証損失引当⾦(億円)

貸倒引当⾦ 債務保証損失引当⾦

(億円)

▲1
561

＋19 ＋3 583

6.8%

3.8%

24/12 25/12

貸倒損失 貸倒引当⾦増減額 債務保証損失引当⾦増減額

＋44億円当3Q:
＋41億円－) 前3Q:
＋3億円ネット:

yoy

724 768

109 113

24/12 25/12

ytd
+41億円

ytd
＋44億円

＋3億円

683 724
787

108 113 121

24/3 25/3 26/3(E)

yoy
+66億円

yoy
＋41億円

▲25億円

続きまして、アコム単体の状況を説明いたします。

左側の貸倒関連費用は前年同期比3.8％増加の583億円となりました。
増加の要因は、業容拡大により貸倒損失額が19億円増加したことによるものです。

最後に、金融費用について説明いたしますので、23ページをお願いします。
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⾦融費⽤

23

⾦融費⽤(連結)は、前年同期⽐＋26.4%の53億円
⾦融費⽤(アコム)は、同＋50.9％の42億円

∎ ⾦融費⽤(連結) ∎ ⾦融費⽤(アコム)
(億円) (億円)アコム EASY BUY yoyその他

28
42

14

1142
53

22.1% 26.4%

24/12 25/12

28

42

27.6%
50.9%

24/12 25/12

30 38

17
19

49
57

72

22.8% 16.6%
25.3%

24/3 25/3 26/3(E)

30
38

60

19.5% 25.0%
55.6%

24/3 25/3 26/3(E)

⾦融費⽤ yoy

左側の連結金融費用は前年同期比２6.4％増加の53億円、
右側のアコム単体の金融費用は前年同期比50.9％増加の42億円となりました。

金融費用が増加した要因は、二つあります。
一つ目は、営業債権残高の増加を背景に、資金調達残高が増加したこと、
二つ目は、市場金利の上昇に伴い、調達金利が上昇したことです。

24ページをご覧ください。
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⾦融費⽤｜資⾦調達残⾼(アコム)

24

資⾦調達残⾼は前年同期⽐＋314億円の6,675億円
期中平均調達⾦利は、同+26bpsの0.88%

∎ 資⾦調達残⾼ ∎ 借⼊先別構成⽐
(億円)

三菱UFJ銀⾏ 32.0%

直接調達
33.7%

間接調達
66.3%

固定⾦利⽐率
79.6%

⻑期借⼊⽐率
91.0%

1年以内返済予定額
2,929億円

間接 直接 期中平均調達⾦利

4,231 4,425

2,129 2,249

6,361 6,675

0.62%
0.88%

24/12 25/12

4,234 4,300 4,331

1,649 1,949 2,350
5,884 6,249 6,681

0.56% 0.63%
0.92%

24/3 25/3 26/3(E)

左側の資金調達残高は、前年同期比314億円増加の6,675億円、
折れ線グラフの期中平均調達金利は、２6bps上昇の０．8８％となりました。

右側に円グラフで借入先別構成比を記載しております。
直間比率は直接３3．7％、間接６6．3％、
うち、三菱ＵＦＪ銀行からの調達比率は３２．0％となっております。
また、金利動向の不透明な状況が継続していますが、
固定金利比率は７9．6％、長期借入比率は91．０％となっております。

26ページ以降には、個人向けカードローン市場の規模推移、
中期経営計画などを掲載しておりますので、ご参考にしていただければと思います。

以上が２０２６年３月期 第3四半期決算の報告です。

みなさまの変わらぬ「ご支援」「ご指導」を賜りますことをお願いして、
私からの説明を終わりにいたします。ご静聴ありがとうございました。

24



1 
 

質疑応答 

 
Q1： 

A1： 

広告宣伝費の今後の見通しは？ 

○広告宣伝費については、ＬＴＶと獲得単価を確認しながら適切に投下している。今期は 

利益が上振れしているため、数億円規模で追加投下し、新規獲得を強化している。 

○来期以降は、競合他社の動向も踏まえて、投下額を検討していく。獲得単価が徐々に 

上昇していることは認識しており、来期以降の広告宣伝費は増加する可能性がある。 

 

Q2： 

 

A2： 

信用保証事業において、残高伸長のためにおこなった取り組みの成果について教えてほ

しい。 

○他社事例なども活用しながら営業活動を進めており、社長の木下をはじめトップセール

スもおこなっている。 

○新規獲得は非常に順調で、残高も伸びている状況である。また、今期新たに提携した先

についても、広告協賛金等をしっかり投下することで、計画通りに成果を上げている。 

 

Q3： 

A3： 

不良債権比率が低下しているが、初期延滞についても改善が継続しているのか？ 

○初期延滞については、現時点で悪化の兆候は見えていない。債権自体は非常に良化し 

ており、取引期間の短い顧客の構成比も低下していることから、今後も債権は良化して 

いくと見ている。 

 

Q4： 

A4： 

タイでおこなわれている債務再編プログラムが与えるＥＡＳＹ ＢＵＹへの影響は？ 

○現状、買取債権の対象となっているのは銀行系の債権であり、ノンバンクの債権はまだ 

買取対象になっていない。このため、EASY BUY の債権についても現時点では買取 

の対象外である。 

○将来的にはノンバンク債権の買取も開始される可能性があるため、どのような影響が 

生じるのか、引き続き注視していきたい。 

 

Q5： 

 

 

A5： 

お客さまの中で銀行系やノンバンクを併用している顧客がどの程度いるのか？また銀行 

系で徳政令の対象となった顧客は返済負担が軽くなるため、ＥＡＳＹ ＢＵＹ債権にもプラ 

スの影響が及ぶ可能性があるのではないか？ 

○現状、当社では十分な情報収集ができておらず、銀行系の債権と重複している顧客が

どの程度存在するのかも把握できていない。今後、しっかり確認していきたい。 

 



2 
 

Ｑ６： 

Ａ６： 

その他の営業費用の期末の着地見通しは？ 

○第３四半期時点で計画に対する進捗率がやや低い状況であるが、期末に向けて広告 

宣伝費の上振れが見込まれることから、その他の営業費用は最終的に計画を若干下回 

る程度で着地すると見ている。 

 

Ｑ７： 

Ａ７： 

消費減税が与える御社への影響は？ 

○現時点では何とも言えないところであるが、使えるお金が増えれば消費意欲は高まり、 

資金需要も拡大する可能性があるかもしれない。 

 

Ｑ８： 

Ａ８： 

利益の着地が計画を上回る場合、増配する可能性はあるのか？ 

○費用については、利息返還の取崩額および貸倒関連費用が想定以上に抑制できてい 

るため、期末の利益は計画を上振れて着地する可能性が高い。 

○増配の考え方については、第４四半期に向けてしっかり検討を進め、しかるべきタイミン 

グで検討結果を報告したいと考えている。 

 

Ｑ９： 

Ａ９： 

不良債権比率が第２四半期比で上昇しているが、その要因は？ 

○第３四半期は 12 月のボーナスシーズンに返済が進むことで、分母である営業貸付金 

が減少する傾向にある。その結果、不良債権比率は第 2 四半期比で上昇した。 

 

 
以上 


